
見飽きているかもしれませんが、

こんな複雑な製図も寸法含めて５分で描けます。

CADからFEM、解析結果からCADへのリバースエンジニアリング

閾が高いと考えていませんか? 種明かしすれば簡単です。
この機会に修得しませんか。



2分で寸法入り作図可能

１形状45分（作図）→ ２分（９５％工数削減）
慣れると１分以内

CADの自動化例：等速ジョイントブーツ

初心者でもミスなく同じ工数

FreeCADは、複数行で複雑
簡単な表現で説明



効果は出したものの・・・

新しいソフトへの移管できれば
今は古いME10というCADでしか使えない

実際に適用 自働化手順概要

［設計が検討する寸法関係］

設計検討の段階で、変形を予測するなどして寸法を決定。

設計検討シート



自動スプライン

表面にサーフェースを貼り
１０MB程度のモデル

FEM解析結果のメッシュ

断面メッシュと簡単な名前付けで
設計担当が結果処理まで３０分で解析可能

解析結果から３D-CAD作成の自動化

だれでもできる解析・ＣＡＤの自動化/効率化

解析の自動化例：等速ジョイントブーツ CADの自動化例：等速ジョイントブーツ



開発者解析

このような干渉チェックも
簡単に開発者が実施できます。

CADデータ

効率化、自動化支援
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手順書を使用して教育、開発者自身で解析
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効率化施策
１）CADの自働化

実用面で考えると、

・製品群後毎 ・影響の大きいところから

⇒如何にまとめるかがカギとなる。

CAD言語の理解から設計検討資料とのリンクで自働化可能。

類似ですよ
半径＝正方形の１辺の長さ／２ ⇒ 円
フィレットRの大きさをゼロにすれば ⇒ 正方形

・費用対効果
・画面を観察すること
⇒スクリプトから見える

EXCELと組み合わせて作成できる
⇒寸法計算も


